
ネットと生成 AIの時代に、

ネットで誰でも無料で読めるのは「表層 Web」という狭い
範囲の情報に過ぎず、不確かな内容を多く含みます。また
生成 AI も、ネット上の単語の出現確率分布によって「それ
らしい」文章を「生成」しているため、ネットにすら存在
しない嘘をつく「ハルシネーション」という現象を起こし
ます。
このようなネットや生成 AI の特性を学ぶ機会がないまま安
易に利用していると、虚偽情報に基づいて判断したり、無
意識に他人の文章を盗用してしまう危険があることに加え、
「自ら学び、独創的なアイデアを創出して行動し、未来を切
り拓く面白さを知らない大人」になってしまいます。
そこで本講演では、図書館とその職員が「確かな情報の探
し方と活用法（情報リテラシー）」を教えることで、小中高
校生や市民の探究活動を支援する意義と、その方法につい
てお話しします。
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梅澤 貴典 氏

中央大学理工学部の図書館において、電子図書館化と学術情報リテラシー教育を７年間担当。
働きながら東京大学大学院の教育学研究科大学経営・政策コース修士課程を修了し、大学生や社会人大学院
生に向けた図書館や学術情報データベースを活用した教育研究支援とその効果を研究。
最近は、生成 AI の進化を踏まえた探究学習の支援を目指しており、小学生を始め中高生や一般市民・企業
人も対象とした、学術情報リテラシー教育による知的生産力・企画立案力の向上策についても研究と実践を
続けている。
主な著作物：『ネット情報におぼれない学び方』（岩波ジュニア新書）
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申込みはこちら

～学生・市民が未来を切り拓くための探究学習支援～

いま図書館がおもしろい

うめざわ　たかのり

事前申込制
先着順

主催：石川県少子化対策監室
共催：石川県立図書館

令和８年度青少年健全育成研修（基本研修）


